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体感トークセッシヨン

「春日若宮おん祭り」
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なら工事事館 工芸教室

輔の工蓄に興篠崎る人制 .に酎酌代表日工芸作酢デザイナーを

B舞踊lご迎え .礎的制食街彼涯の穆帽をめざしま.

子支(t!1~)制作耐と織の節句時伯父耐の N しH 1叩

1・5岬 1

1再開刷

間刻門

S叫

..~伺

-刷

1，.oooPl 

."…原則と Lて令刷出窓可能"人 惨紺剥寅 受講"の"かに実費地向必要

包年.電断.サ検定名(/iiI.:'!'食事については午前 下僚の.のど九らか)

6JQ-SJ46.阿字万字'11 1 D27-00331ヘー多い場合同繍払

'申し込ヨ与…絞彼はが，に住所 氏

，番Lで 11 1121日H に同鎗(マ

生 産学習センタ

生涯楽習大学
0..クツ円増血

舞伎を対象にじた 恒R債を考える食.作りと摩銭

へのクリスマス制理i1''JG)2つの網軍実習絹.で.，

楓闘

.・1

鶴岡解2

とき

'1I9 
b 

1 1116 
行

多ーマ 句"・・
層積層メニzーから
"'-i~胃慣網予防の食 ， .. 餅q
・，作ってみよう

今患のク jスマス"

'''''~闘をふる."
， ~， 

定町

加入

"人

陶酔いJ't¥I!>'Fl!Jll晴-'FiI!111¥ 

属高 奈良伎鍵女学院短期入学.任.隔の偽植

美 紀 子" .持ち鯛 エヲロ ν 三角巾ハン

デ' "ル 砂同伊し帥 往復"吋 I:M!i't;と
I'~}， tt!fr肘{川州開問針

生涯現島曹人予の受場置を縛うている人は受傷事，.

号制 相"様、.時)の人"その民団

いて 川''"目玉l.I'"1''llf学習七〆ター{円".

8 J~1杉イケ町" 包 26-88111へ.枚に

人 1揚腹開拠句.受傷特は線終.多も場*IJ.I1 

}l!4日明1鳴から伺セ〆ターで公耐.

国 怒話術誌

a町労iJ2'8li11陥tセンター u且£昌BJII.盗且lilM

':tン・アクティブ奈良 感謝DAY
勤労酬明に'開閉して叩しを札制

〈ライブバフ ョ，マンス〉跨鋼… 1γ後 l 防f~るγ後 6 時 惨
帽…蹴初期時制ークルと制附げのト川ーよ

る4審決公です λ喝n陶

〈情空閉〉崎圃寸 前』繍争事、午後2
時 ，咽 N領閥会ど.

〈一日醐輔〉陽園内 首席w時、

H仁午Q/f'後2・H 防 ・定員色

刷 2人'"で 5・且 砂肉曾 2作.
の附けと醐皐{材開 1 個別、 tr'理主~ .. 
'"判) 砂同開し込み…往復IH'!与l時間 2人の氏f， 代表，

の{掛耐針酬九時いて H月"日までに同センタ 一、1枚に 1・a限句 机渇合"檎.

〈作畠田示)<，

，~ ， tl薗

示Ll-t-
〈その他〉 総集機11，t!: 
制 トレーニシグルーム吟ウナ

ンヤηーの.供開鋭 な必当日

.室"判例できません

【関川合わ包】 問セシ，

8山 併保ず?内町 115 tr71-2

4 4 41ヘ.
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とのある人低気瞳{何歳Lで(f!:)¥

i闘と医院の組側吋H ん}

・ とを 川 '6~ **前t嶋一正午 ・

とこる 一保・セ〆， - ・"・k..， JI:人

目し帥 電磁"，有役所山師、

視野硲金銀へ温・しで(toきL

強径予防...受ける前1:r予防待値と

"もの健厳jをよ〈儀んで受けて"

Sい縛ってL 会L 人"各'"待慣.

勾微L怪..趣聞かe役碕衛生.で受け取

ヲで U!角い

.'重寸，-.町..告どで同織の彼自惨.受

診した人は合l.'"町重ぜん.まえ 現4藍
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